
         

相談員：滝本智之弁理士（電気・機械関係他）  

 日 時：2月 7日（金）13：30より 

 場 所: 産学・地域連携推進機構 2階 会議室        
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相談員：冨田憲史弁理士（医獣・バイオ関係他） 

   日 時：2月 5日（水）13：30より 

   場 所：総合研究棟 3階 セミナー室 

2 月の特許相談会 

※今月は鳥取地区・米子地区で開催されます。相談をご希望の方は予約をお願いします。 

【鳥取地区】 【米子地区】 

【オリオン大星雲(M42,43)】 
 
冬の星座の代表格オリオン座の３

つ星の南側にある小３つ星の場所に

ある大きな散光星雲です。 
露出時間を３通りに変えて撮影し

た計 12 枚を画像処理することで，星

雲の複雑な構造を見る事ができます。

（撮影日:2013/12/01, φ76mm 
屈折望遠鏡で撮影） 

影者：三須 幸一郎(知財部門長) 
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本学 医学部附属病院 次世代高度医療推進センター 中山 敏 副セ

ンター長（形成外科 診療科長）らの研究グループと、大王製紙株式

会社、株式会社ニシウラとの共同研究によって、新しい『成人用紙お

むつ』が開発されました。 
本製品は、２重の立体ギャザーによって排尿のモレをブロックする

と共に、尿の通り道を設けて、排尿を素早く拡散させることを特徴と

しています。これにより、尿のモレを防ぎ、装着時において従来品よ

りも約３倍の吸収量（モレが発生するまでの吸収量）を確保すること

ができます。 
本製品は、大王製紙株式会社より、『アテント Ｓケア長時間安心

パッドダブルブロックタイプ』として、本年３月下旬より、病院・施

設等の業務用として販売される予定です。 
写真は、１月 30 日に本学で開催された記者発表の様子と、製品の写

真です。 

近畿バイオインダストリー協会が主催するバイオ技術シーズ

公開会に、本学特許技術をベースとした「新規素材キチン・キト

サンナノファイバーによる作物病害防除資材の開発」について、

大学院工学研究科の江草真由美プロジェクト研究員（農学部 上
中弘典 准教授）がプレゼンテーションおよびポスター会場にお

いて企業との面談を実施致しました。 
企業からの関心も高く、今後益々キチンナノファイバーの農業

分野での利用が期待されます。 

 日時：平成 26年 1月 16日（木）14：00～18：00 
 場所：大阪科学技術センター ８階 
 主催：ＮＰＯ法人近畿バイオインダストリー振興会議 

キチン・キトサンをナノレベルの繊維に調製した新規素材キチン・キトサン

ナノファイバーについて、ナノファイバーの植物病原菌に対する抗菌性機能や、

植物への適用による病原抵抗性増強機能について紹介。 

江草 真由美 
プロジェクト研究員 

新製品  従来品 

中山 敏 准教授 
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まず、学内で月 1 回開催される発明審査委員会で、発明について

提案し、大学帰属か個人帰属に承認される必要があります。 
発明審査委員会で必要な書類は、発明届出書・発明調査表です。

事前に、学部事務へ提出が必要になります。発明届出書・発明調査

表は、鳥取大学 HP から入手できます。 

まず、トップページの 
「附属教育研究施設」をクリック。 

学内共同教育研究施設の中の 
「産学・地域連携推進機構」をクリック。 

 

 

 

鳥取大学産学・地域連携推進機構のト
ップページにある「各種届出書様式」
をクリック。 

「発明に関するもの」の中に 
発明届出書・発明調査表があります。 

次号では、発明審査委員会の流れについて説明します。 



＊＊＊ 編集後記 ＊＊＊ 
 

 最近は、日が暮れるのが遅くなってきました。まだ冬の時期は続きますが、
春が来るのが待ち遠しいものです。早く暖かい季節がきてほしいものですが、
あと少しの冬の季節も、ウィンタースポーツなどして楽しみましょう。 

 
＊＊＊ 特許等の相談  ＊＊＊ 

相談員：  三須 幸一郎（部門長・教授）TEL：0857-31-6000(直通) 
（又は内線 2765） 

山岸 大輔 （副部門長・助教）TEL：0857-31-6094(直通) 
（又は内線 4072） 

場 所；  産学・地域連携推進機構 2F 知的財産管理運用部門 

E-mail アドレス； chizai@adm.tottori-u.ac.jp 
 FAX 専用；0857-31-5474（又は内線 2771） 

産学・地域連携推進機構 HP：http://www.cjrd.tottori-u.ac.jp/ 

＊＊＊刊行物＊＊＊ 
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1 月の件数 

特許庁に出願された案件は、審査請求を行うと、特許庁審査官により審査基準に

基づいて審査が行われます。この審査基準に出願案件が全てクリアしているならば、

特許査定が与えられます。もし、その特許が審査基準をクリアしていない場合は、

その理由を付記した書面を出願人に通知します。この書面を拒絶理由通知といいま

す。拒絶理由通知を受けた出願人は、特許庁に意見書・補正書を作成・送付し、審

査官により審査基準がクリアしていると認められれば、特許査定が得られます。ま

た、認められない場合は、拒絶査定が通知されます。 

mailto:chizai@adm.tottori-u.ac.jp

